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水インフラにおける小水力発電導入促進セミナー

長野県企業局(電気事業）の取組紹介



  

高遠ダムと高遠さくら発電所（伊那市）

上田農水頭首工（上田市）

長野県企業局の概要

【企業局の施設・事務所配置（R7.10)】

水道事業
・長野市､上田市､千曲市（いずれも一部）
及び坂城町における、約18万人の皆様
の蛇口までの給水（末端給水事業）

・松本市､塩尻市､山形村に水道用水を
供給する事業（用水供給事業）

を行っている。

電気事業
・県内各地に水力発電所を建設、管理運営

・発電所数は令和7年10月現在で26施設

・発電電力量は県内の一般世帯の約14％
に相当する約4.4億kwｈ（12万世帯分）
となっている。

〇企業局は、県の三峰川総合開発を契機に昭和36（1961）年に発足、

県民福祉の向上と地域の発展に取り組み、令和３（2021）年には

60周年を迎えた。

〇現在、長野県の豊かな水を活用して、生活に身近なライフライン

である水力発電と水道水の安定供給、2050ゼロカーボンの実現や

持続可能な水道事業経営の確立に向けた取組を進めている。
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⑲ くだものの里まつかわ発電所
（R3.4.1運転開始）

⑱ 信州もみじ湖発電所 （R3.6.1運転開始）⑳ 小渋えんまん発電所 （R3.4.1運転開始）

㉕ 金峰山川発電所 （R6.6.1運転開始）

㉔ 森泉湯川発電所 （R6.6.1運転開始）

『長野県公営企業経営戦略』に基づき、令和７年度までに着手ベースで36か所と

することを目標に新しい発電所の建設、既設発電所の改修等を推進※
≪企業局の発電所数≫

※：( )内は賄える世帯数を1世帯の年間消費電力量3.6千kWhで試算

区分
発電
所数

出力合計
(kW)

発電電力量
（※）

運転中 26 109,589
442,000千kWh

 (12万2千世帯)

建設中
(受託工事含む)

5 3,524
17,184千kWh

 (5千世帯)

計 31 113,113
459,184千kWh

 (12万7千世帯)

㉗ 湯の瀬いとおしき発電所
(令和５年７月着工)

企業局における水力発電所の状況等について

※これまでの完成実績（平成29年度～令和7年10月）

・新しい発電所の建設 ９か所

・既設発電所の改修 ９か所

・出力合計（新設＋出力増強）：8,759kW

㉖ 越百（こすも）のしずく発電所
（R7.10.1運転開始）

ターゴインパルス

水車

ターゴインパルス水車

（Ｒ７.10）
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企業局発電所の状況（令和7年10月）
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981 

2,320 

7,021 

21,026 
21,199 

22,216 375 

4,809 

7,313 

1,581 

4,173 

22,381 

29,908 

40,723 

住宅太陽光発電

その他
太陽光発電

水力発電

その他
バイオマス発電、

太陽熱、バイオマス熱

単位：TJ

2010年度
（基準）

2021年度
（最新実績）

2030年度
（目標）

基準年度比

３割増

基準年度比
倍増

(参考)長野県ゼロカーボン戦略における再生可能エネルギー生産量の目標

（98.7万ｋＷ）

（103.2万ｋＷ）

水力発電において
2021年度比で
1,017ＴＪ増加
（4.5万ｋＷ相当）
させる目標

企業局発電施設
の新設・改修に
より、このうち１
万ｋＷ程度を賄
う計画
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実用機としては全国初の新型フランシス水車を採用
令和７年度新エネ大賞経済産業大臣賞受賞
（秋田県、東北小水力発電、早稲田大学）

㉓豊丘ダム発電所（須坂市）

既存発電所の大規模改修 （令和６～７年度に運転再開の発電所）

②春近発電所（伊那市）

①美和発電所（伊那市）

令和８年度のしゅん工に向け、展示棟や外構などを整備中

高効率ペルトン水車を採用

R7.4.1再開／年間発電電力量 ＋4,176千kWh

⑧与田切発電所（飯島町）

R7.5.1再開／年間発電電力量 ＋3,693千kWh R6.10再開／年間発電電力量＋2,600千kWh

R7.8再開／年間発電電力量 ＋423千kWh

展示棟

発電機

発電機

令和８年度のしゅん工に向け、外構や撤去した水車発電機の展示などを整備中
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㉗湯の瀬いとおしき（長野市） R8年度運転開始予定

㉘中央アルプスこまかっぱ（駒ヶ根市） R7.9起工式・R10年度運転開始予定

トンネル坑口
L=508m掘削済

㉜菅平小水力（上田市） R7.8完成、R8.4運転開始予定

発電所

土地改良区（農政部）からの受託工事
※引渡し後は神川沿岸土地改良区から管理を受託予定

菅平ダム

↓ 発電所側

既設放水口から分岐し、発電所へ接続する水圧管の敷設中

取水口と発電所をつなぐ水圧管路一体型トンネルを掘削中

発電所

発電所

既設放水口

↑ 取水口側9/22時点

湯の瀬ダム
既設放水口

水圧管

完成イメージ図

地元駒ヶ根市の小学生から公募。
約500名の応募の中から選考

≪選考理由≫
駒ヶ根市から望むことができる

「中央アルプス」と命名者の皆様
から提案いただいた駒ヶ根市のＰ
Ｒキャラクターの「こまかっぱ」
を組み合わせた「中央アルプスこ
まかっぱ発電所」と決定。

【発電所の名称について】

命名者の皆様

新規建設中の発電所
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市町村や民間企業と連携した電源開発の加速化

新規電源開発地点発掘プロジェクト（平成30年度～）

～市町村や関係部局と連携した電源開発～

令和４年度 飯田市・松本市・上田市に発電建設事務所を設置

令和５年度 環境部と連携し、各地域振興局と情報交換

令和６年度 プロジェクトで開拓した金峰山川発電所・
森泉湯川発電所の運転開始

令和７年度 県内での新規電源開発が加速化するよう
全県を網羅的に調査・データベース化

信州Ｇｒｅｅｎ電源拡大プロジェクト（令和３年度～）

～民間企業と連携した水力発電所の建設推進～

令和３年５月 セイコーエプソン㈱、中部電力ミライズ㈱、
県企業局で協定を締結

セイコーエプソン㈱が調達した企業局発電所等
からのＣＯ2フリー電気の購入費用の一部を
「越百のしずく発電所」の建設費として支援

令和５年11月 参加企業が、キッセイ薬品工業㈱、㈱キッツ、
ＫＯＡ㈱、セイコーエプソン㈱、㈱八十二銀行、
㈱ユウワの６社に拡大

新たに「湯の瀬いとおしき発電所」の建設費に
対して支援

※令和４年度新エネ大賞（新エネルギー財団会長賞）受賞

協定締結に関する
記者会見の模様

支援を受け建設中の
「湯の瀬いとおしき発電所」完成予想図

：調査地点
（全26か所）

出典：国土地理院発行2.5万分1地形図
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県庁舎の電気を

100％地消地産化
水力発電所を防災拠点や

学びの場として活用

西天竜発電所で白馬高校などが

脱炭素スタディツアーを開催（R6年５月）

災害時は交流センターを開放

（自立運転で電源確保）

企業局電力の活用等により

使用電力の再エネ100%化を実現

（R6年７月～）

災害時における

地域への電力供給の検討

県内モデル地域において

災害時に企業局発電所から

電力供給を行う実証実験を予定

被災時 （イメージ）

電源開発に加えた企業局電力活用等の取組
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企業局ＰＲキャラクター『水望メグ』
オフィシャルサイト「メグちゃんねる」はこちら！

長野県企業局電気事業ＰＶ

各種ＰＲ動画の紹介
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計画段階から地域の皆様との対話を実施

○ あらかじめ地域の皆様などと、工事車両の通行方法や

親水公園の整備などについて話し合いを行い決定

○ 発電所の管理運営や周辺環境の維持において、市町村や地域の皆様と連携・協働関係を構築

地域の皆様との協働

地域の皆様との協働作業 協定調印式

○ 将来を担う地域の子供たちから名称を公募し、地域代表の方々と選考会を開催

発電所名称の公募

完成後の発電所に設置された名称プレート起工式にて発電所名称プレートの除幕

地域の観光資源・学習の場として活用

○ 発電所建屋の外観は、周囲の自然環境や景観に調和したものを採用し、展望デッキや周辺の親

水公園を整備

○ 水力発電の学びの場として利用できる施設として、発電所内部を見学できる窓を設けたり、自然

エネルギーや、水力発電所の仕組みを解説する案内パネル等を設置

○ 地域の皆様を対象とした建設現場見学会を開催するとともに、運転開始後も施設見学会を開催

工事現場見学会

見学ギャラリー

発電所/展望デッキ 親水公園 発電所/見学ギャラリー

工事現場見学会（水車に触れる小学生） 見学ギャラリー

上伊那郡辰野町 『横川蛇石発電所』

災害時等の地域への電力供給

ライトアップ中の発電所

○ 停電時でも発電できる自立運転機能を備えて、地域の皆様も使用できる

非常用コンセントを屋外に常設。今後は、防災拠点等への電力供給に

ついても研究

非常用コンセント

※企業局の17番目の発電所として令和2年4月から運転開始

小水力発電の推進に向けて（地域連携型水力発電所の取組）

紹介動画
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ア 設置場所 上伊那郡飯島町

イ 運転開始 令和７年１０月１日

ウ 諸元

エ 特徴

与田切川上流のきれいな水を利用して発電。

荒れ川で出水の度に水が濁る既設取水口の上流にあるオンボロ

沢をバイパスすることで、下流の与田切発電所の発電量の増加と

飯島町水道用水の維持管理の負担を低減。

オ 名称

与田切川が越百山から発することにちなんで

「小さな一滴が大きなエネルギーになることを願って」という、

飯島中学校２年（当時）の生徒の方からの提案を採用

最 大 出 力 1,500kW

使 用 水 量 1.8m3/s

有 効 落 差 108.54m

年間発電電力量 5,500千kWh(約1,500世帯分)

（１）発電所の概要

越百（こすも）のしずく発電所（令和７年１０月１日運転開始）

（２）電力供給方法

・「追加性電源」(※１)という新たな環境価値を持つ再エネ電力を必要と

するRE100加盟企業などの需要家にＰＰＡ方式(※２)で供給する方法

（新規開発に伴う売電方法としては全国の公営電気で初の取組）

・プロポーザル方式により供給先となる需要家と小売電気事業者を

セットで公募し、セイコーエプソン㈱･中部電力ミライズ㈱を選定

※１ 運転開始から15年以内の再エネ発電所で発電された電力

※２ 発電事業者と電力の購入者（需要家）が、電力供給に係る契約を

                直接締結。実際の電力は小売り電気事業者を介して供給

セイコーエプソン(株)越百のしずく発電所

≪ＰＰＡのイメージ図≫

中部電力ミライズ(株)

発電所外観

水車発電機（ターゴインパルス） 水車ランナ
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『長野県版 水利権申請ガイドブック』について
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